
五
八

「
通
」
考

│
│『
上
井
覚
兼
日
記
』
の
言
葉
を
読
み
解
く
│
│

似
鳥
　
雄
一

は
じ
め
に

　

日
本
中
世
、
と
り
わ
け
戦
国
期
の
社
会
状
況
を
解
明
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
『
上
井
覚
兼
日
記
』

で
あ
る
。
書
名
の
通
り
、
薩
摩
の
戦
国
大
名
島
津
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
上
井
覚
兼（
１
）と
い
う
人
物
の
手
に
な
る
日
記
で
、
当
該
期
の
武
家
の
日
記

と
し
て
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。
同
日
記
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
島
津
氏
が
薩
摩
・
大
隅
を
平
定
し
、
次
い
で
日
向
、
さ
ら
に
は
九
州

一
円
の
征
服
へ
と
向
か
う
時
期
に
あ
た
り
、
同
日
記
を
用
い
た
島
津
氏
の
領
国
支
配
・
家
臣
団
編
成
の
実
態
解
明
は
、
先
行
研
究
で
も
大
き
な

テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
同
日
記
は
記
主
覚
兼
を
め
ぐ
る
文
芸
・
信
仰
に
関
す
る
記
事
が
多
い
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
文
化

史
の
研
究
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
近
ご
ろ
新
名
一
仁
が
網
羅
的
な
整
理
を
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
が（
２
）、
新
名
は
中
世
後
期
の
島
津
氏
研
究
を
「
一

九
九
〇
年
代
以
降
に
大
き
く
研
究
の
進
展
し
た
中
国
地
方
や
関
東
の
研
究
に
比
べ
る
と
、
大
き
く
立
ち
後
れ
て
い
る（
３
）」
と
総
括
し
て
い
る
。
確

か
に
『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
関
す
る
限
り
で
も
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
の
豊
か
さ
を
考
え
れ
ば
、
研
究
へ
の
活
用
は
近
年
そ
れ
ほ
ど
に
は
進

ん
で
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
同
日
記
に
は
他
の
中
世
の
日
記
に
は
類
例
の
少
な
い
独

特
な
用
語
・
表
現
が
数
多
く
み
ら
れ
、
読
解
を
難
し
く
し
て
い
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

た
だ
そ
れ
ら
の
う
ち
、
同
日
記
を
含
む
古
記
録
の
言
葉
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
を
行
っ
た
斎
木
一
馬
に
よ
っ
て
、
す
で
に
そ
の
意
味
が
明
ら　
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「
通
」
考

五
九

か
に
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
「
城
、
砦
」
と
い
う
意
味
の
「
栫か
こ
い

」、「
〜
の
方
へ
、
〜
に
向
か
っ
て
」
と
い
う
意
味
の
「
如ご
と
く

」、

「
過
失
を
犯
し
て
退
去
出
奔
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
の
「
他た
し
ゅ
つ出
」、「
処
分
、
決
着
、
勤
仕
」
と
い
う
意
味
の
「
閉と
じ

目め

」、「
人
選
、
配
当
、
配

属
、
割
当
、
番
組
編
成
」
と
い
う
意
味
の
「
盛も
り

」
な
ど
で
あ
る（
４
）。
し
か
し
同
日
記
に
は
斎
木
も
説
明
を
施
し
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
意
味
が

明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
言
葉
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
同
日
記
に
頻
出
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
検
討
な
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
一
つ
の
言
葉
に
着
目
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
も
っ
て
同
日
記
に
対
す
る
理
解
進
展
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
す
る
の
は

「
通（
５
）」
と
い
う
言
葉
で
、
特
に
と
り
あ
げ
た
い
の
は
そ
れ
が
接
尾
語
的
に
用
い
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
先
行
す
る
語
句
・
文
章
の
内
容
を
受
け

て
、
例
え
ば
現
代
語
と
同
じ
よ
う
に
「
〜
の
通
り
」「
〜
の
ま
ま
」「
〜
と
同
じ
く
」
と
い
っ
た
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
が
、
同
日
記
を
精
読
す

る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
理
解
し
き
れ
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
同
日
記
の
「
通
」
の
用
例
を
詳

細
に
検
討
し
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　

さ
て
本
論
に
入
る
前
に
、『
上
井
覚
兼
日
記
』
の
背
景
、
当
時
の
島
津
氏
と
彼
ら
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
も
と
に
お
お

よ
そ
の
説
明
を
し
て
お
こ
う（
６
）。
ま
ず
島
津
氏
家
中
の
中
枢
部
は
、
当
主
（
当
時
は
義
久
）、
家
臣
団
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
「
老
中
」、
当
主
へ
の
取

り
次
ぎ
を
担
う
「
奏
者
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
内
外
各
所
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
案
件
は
奏
者
が
聴
取
し
た
の
ち
、
老
中
と
奏
者
の
合
議

や
、
当
主
の
意
向
確
認
を
経
て
、
島
津
氏
家
中
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
が
決
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
島
津
氏
の
領
国
は
直
轄
地
と
私
領
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
私
領
を
有
す
る
の
は
「
御
一
家
」
と
呼
ば
れ
る
島
津
氏
庶
子
家
や
、「
国
衆
」

と
呼
ば
れ
る
独
立
性
の
あ
る
有
力
国
人
ら
で
あ
る
。
直
轄
地
の
統
治
に
は
「
地
頭
」
と
呼
ば
れ
る
在
地
領
主
層
が
派
遣
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
指

揮
下
に
は
「
衆
中
」
と
呼
ば
れ
る
島
津
氏
直
臣
層
が
置
か
れ
る
。
こ
れ
が
「
地
頭
・
衆
中
制
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
、
戦
国
期
に
島
津
氏
が
確
立

し
た
と
さ
れ
る
領
国
支
配
体
制
で
あ
り
、
近
世
薩
摩
藩
の
統
治
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
外
城
制
」
の
原
型
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
『
上
井
覚
兼
日
記
』
は
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
、
一
つ
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
か
ら
同
四
年
九
月
ま
で
（
以

下
、
天
正
前
半
期
）、
も
う
一
つ
は
天
正
一
〇
年
一
一
月
か
ら
同
一
四
年
一
〇
月
ま
で
（
以
下
、
天
正
後
半
期
）
で
あ
る
。
島
津
氏
に
と
っ
て

同
日
記
の
天
正
前
半
期
は
、
薩
摩
・
大
隅
の
平
定
が
果
た
さ
れ
て
合
戦
が
一
段
落
し
た
時
期
に
あ
た
り
、
い
わ
ば
戦
後
処
理
が
当
時
の
大
き
な
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六
〇

課
題
で
あ
っ
た
。
新
た
に
服
属
し
た
諸
勢
力
を
含
め
た
家
臣
団
の
配
置
転
換
、
所
領
再
編
が
行
わ
れ
、
領
内
各
所
か
ら
相
論
が
持
ち
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
と
き
上
井
覚
兼
は
奏
者
と
し
て
諸
問
題
の
処
理
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
間
も
島
津
氏
は
さ
ら
な
る
外
征
を
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
天
正
四
年
八
月
に
は
日
向
へ
の
侵
攻
を
開
始
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
長
い
中
断
を
隔
て
て
天
正
後
半
期
に
入
る
と
、
島
津
氏
は
九
州
全
域
に
ま
で
版
図
を
拡
大
し
て
い
き
、
や
が
て
秀
吉
と
の
衝
突
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
頃
ま
で
に
覚
兼
は
老
中
に
昇
進
し
て
お
り
、
か
つ
日
向
宮
崎
の
地
頭
と
し
て
現
地
を
統
治
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
『
上
井
覚
兼
日
記
』
は
、
島
津
氏
が
九
州
の
勢
力
図
を
大
き
く
塗
り
替
え
る
天
正
後
半
期
の
方
に
よ
り
強
い
関
心
が
注
が
れ
て
き

た
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
従
来
は
注
目
が
薄
か
っ
た
も
の
の
、
島
津
氏
家
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
来
す
る
天
正
前
半
期
に
焦
点
を
当
て
、

そ
れ
ら
の
文
脈
の
中
で
「
通
」
と
い
う
言
葉
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

一
．
現
代
共
通
の
用
法 
─「
～
の
通
り
」─

　

ま
ず
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
も
と
に
、
現
代
語
で
用
い
ら
れ
る
「
通
（
と
お
り
／
ど
お
り
）」
の
意
味
の
う
ち
、
本
稿
と
関
係
す
る
も

の
の
み
抜
粋
し
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

・「
と
お
り
」
そ
れ
と
同
じ
状
態
で
あ
る
こ
と
。
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
。

・「
ど
お
り
」
そ
れ
と
同
じ
状
態
、
そ
れ
に
従
っ
て
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。

　

あ
ら
た
め
て
説
く
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
先
述
の
通
り
、
先
行
す
る
語
句
・
文
章
を
受
け
て
「
〜
の
通
り
」「
〜
の
ま
ま
」「
〜
と
同
じ

く
」
と
い
っ
た
意
味
を
構
成
す
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
の
用
法
も
、『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
数
多
く
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
て
み
よ
う（
７
）。
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「
通
」
考

六
一

［
史
料
一
］
天
正
二
年
八
月
九
日 

二
か
条
目

一
、
此
日
、
未
之
剋
、
平
佐ヨ
リ書
状
到
来
候
、
文
躰
者
、
中
郷
へ
東
郷
之
人
衆
二
三
百
計
打
越
、
中
郷
之
地
頭
職
鳥
丸
紀
伊
介
を
責せ
き

出
候
由

候
、
結
句
聖
家
一
人
・
俗
人
三
人
射〔
討
ヵ
〕殺
候
由
見
得
候
、
彼
返
事
者
、
承
候
通
委
御
老
中
へ
披
露
申
候
、
尚
々
其
許
之
躰
被
聞
合
、
依

時
冝
御
注
進
可
有
事
肝
要
之
由
申
候
、

　

永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
に
国
衆
の
入
来
院
氏
が
島
津
氏
に
服
属
し
た
際
、
本
領
の
清
色
は
安
堵
さ
れ
た
も
の
の
、
川
内
地
域
の
所
領
は

一
部
を
除
い
て
島
津
氏
に
献
上
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
同
地
域
の
統
治
は
島
津
氏
に
と
っ
て
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
天
正
前
半
期
の
『
上
井
覚

兼
日
記
』
で
も
関
連
記
事
が
頻
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

史
料
一
に
み
え
る
平
佐
も
同
地
域
の
一
部
で
、
お
そ
ら
く
当
地
の
地
頭
（
野
村
秀
綱
）
が
送
っ
た
で
あ
ろ
う
書
状
が
覚
兼
の
も
と
に
到
来
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
近
隣
の
国
衆
で
入
来
院
氏
と
と
も
に
島
津
氏
に
降
っ
た
東
郷
氏
の
手
の
者
が
、
平
佐
と
同
様
に
東
郷
氏
か
ら
島
津
氏
に

差
し
出
さ
れ
た
中
郷
と
い
う
土
地
に
乱
入
し
て
地
頭
を
追
い
出
し
、
聖
家
（
僧
侶
）
や
俗
人
を
殺
害
し
た
と
い
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
覚
兼
は
、「
そ
ち
ら
か
ら
承
っ
た
通
り
に
、
委
し
く
御
老
中
へ
披
露
し
て
お
い
た
。
さ
ら
に
そ
ち
ら
の
情
勢
を
聞
き
調
べ
て
、

折
を
み
て
注
進
さ
れ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
返
事
を
し
た
。

［
史
料
二
］
天
正
二
年
一
〇
月
八
日 

一
か
条
目

一
、
八
日
、
今
朝
、
昨
晩
自
入
来
之
使
僧
之
意
趣
御
老
中
へ
申
候
、
扨
者
其
分
ニ
候
哉
、
言
語
道
断
之
儀
候
、
左
候
ハ
ゝ
、
無
御
尋
前
ニ

其
分
別
可
有
之
処
、
已
後
如
此
之
儀
、
無
分
別
之
由
候
、
結
句
拙
者
使
僧
を
夕
帰
申
候
事
、
殊
之
外
分
別
不
足
之
由
候
、
以
書
状
此

通入
来
へ○申
入
候
へ
と
候
、

　

こ
の
三
日
前
、
入
来
院
か
ら
使
い
の
僧
侶
が
や
っ
て
き
て
、
大
隅
国
肝
付
か
ら
入
来
院
へ
越
え
て
き
た
者
た
ち
が
い
る
と
報
じ
た
。
入
来
院

氏
と
肝
付
氏
は
か
つ
て
断
交
状
態
に
あ
っ
た
た
め
、
両
者
と
も
に
島
津
氏
の
傘
下
に
入
っ
た
現
在
で
も
、
現
地
で
は
通
交
を
禁
じ
て
い
た
ら
し
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六
二

い
。
さ
ら
に
昨
晩
、
入
来
院
氏
が
そ
の
者
ら
を
死
罪
に
処
し
た
と
い
う
続
報
が
入
り
、
覚
兼
ら
を
驚
か
せ
た
（
同
年
一
〇
月
五
日
条
・
七
日

条
）。

　

そ
し
て
こ
の
日
、
覚
兼
は
そ
の
件
を
老
中
へ
伝
え
た
。
老
中
の
反
応
は
、「
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
は
言
語
道
断
だ
。
そ
の
よ
う
に

死
罪
に
す
る
の
な
ら
、
こ
ち
ら
（
鹿
児
島
）
の
意
向
を
尋
ね
ず
、
そ
の
前
に
行
う
べ
き
だ
。
尋
ね
て
き
た
後
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
と
は

思
慮
が
欠
け
て
い
る
。
そ
の
あ
げ
く
、
覚
兼
が
入
来
院
の
使
僧
を
帰
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
あ
ま
り
に
短
慮
で
あ
っ
た
。
書
状
で
こ
の
通
り

に
入
来
院
に
申
し
入
れ
よ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

［
史
料
三
］
天
正
三
年
正
月
一
二
日 

二
か
条
目

一
、
此
朝
、
従
福
昌
寺
御
申
上
候
、
恕
阿
弥
旧
冬
已
来
御
勘
気
に
て
、
寺
へ
被
罷
居
候
、
ケ
様
之
事
者
、
以
時
分
御
侘
被
成
事
候
条
、
十

五
日
前
候
之
条
、
御
赦
免
被
成
候
へ
か
し
と
候
也
、
即
達　

上
聞
候
、
上
意
に
、
旧
冬
彼
御
侘
被
成
候
時
如
被
仰
出
候
、
彼
人
者
一

向
不
用
之
者
に
て
候
、
其
御
届
共
被
成
候
処
ニ
、
ケ
様
ニ
油
断
之
儀
候
、
有
無
ニ
召
仕
間
敷
雖
思
召
候
、
福
昌
寺
、
ケ
様
之
儀
致
別

人
も
度
々
御
侘
共
候
、
そ
れ
を
稠
被
押
さ
せ
候
而
ハ
其
許
如
何
候
間
、
爰
者
菟
角
福
昌
寺
ニ
可
被
任
御
存
分
之
由　

上
意
候
也
、
此

由
御
老
中
へ
申
候
、
如
上
意
御
返
事
申
せ
と
候
侭
、
使
僧
へ
此
等
之
通
申
候
て
、
か
へ
し
申
候
、
明
日
取
成
、
可
懸
御
目
之
由
申
候

也
、（
後
略
）

　

こ
の
朝
、
島
津
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
福
昌
寺
の
住
持
が
、
義
久
の
勘
気
を
蒙
っ
て
蟄
居
し
て
い
る
恕
阿
弥
と
い
う
者
の
赦
免
を
願
い
出
た
。

こ
の
間
の
詳
し
い
事
情
は
不
明
だ
が
、
覚
兼
が
義
久
に
取
り
次
い
だ
と
こ
ろ
、
義
久
は
「
彼
の
者
は
全
く
役
に
立
た
な
い
者
で
、
決
し
て
召
し

使
う
ま
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
厳
し
く
押
し
通
す
の
も
考
え
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
と
も
か
く
も
福
昌
寺
に
任
せ
る
」
と
答
え
た
。

老
中
か
ら
は
「
上
意
の
通
り
に
御
返
事
せ
よ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
福
昌
寺
の
使
僧
へ
こ
れ
ら
の
通
り
に
伝
え
て
帰
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
「
通
」
の
事
例
は
現
代
語
と
同
じ
よ
う
な
用
法
と
し
て
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
上
井
覚
兼
日

記
』
に
は
、
辞
書
類
に
み
あ
た
ら
な
い
「
通
」
の
用
法
も
散
見
さ
れ
る
。
次
に
そ
れ
ら
を
み
て
い
こ
う
。
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「
通
」
考

六
三

二
．
中
世
独
自
の
用
法 

─「
～
な
ど
」─

（
一
）
発
言
の
引
用

　

本
稿
で
注
目
し
た
い
「
通
」
の
用
法
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
発
言
さ
れ
た
内
容
の
引
用
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

［
史
料
四
］
天
正
二
年
一
〇
月
二
日 

三
か
条
目

一
、
此
日
、
平
佐
石
神
坊
承
候
、
冠
嶽
と
口〔
公
、以
下
同
〕

事
辺
之
事
、
今
月
長
日
前
に
候
間
、
於
此
方
事
終
し
候
す
る
之
由
先
月
承
候
間
、
此
方
へ
御

座
候
、
然
共
、
如
何
様
に
候
哉
御
参
な
く
、
千
部
会
に
も
御
参
な
く
候
、
拙
者
書
状
以
、
菟
角
和
光
院
へ
申
候
へ
か
し
と
、
肥
後
山

城
守
殿
同
心
に
て
承
候
、
我
等
申
事
に
ハ
、
先
々
御
坊
か
へ
り
候
て
、
使
者
以
冠
嶽
へ
、
い
つ
比
御
参
候
す
る
歟
内
談
候
て
可
然
候

通
申
、
か
へ
し
申
候
、

　

こ
の
日
、
平
佐
の
石
神
坊
と
い
う
者
が
、
平
佐
の
南
に
あ
り
山
岳
信
仰
の
拠
点
で
あ
る
冠
嶽
と
の
相
論
に
つ
い
て
相
談
し
て
き
た
。
同
年
八

月
一
二
日
条
・
一
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
下
人
を
め
ぐ
る
相
論
で
、
そ
の
と
き
に
覚
兼
は
石
神
坊
の
依
頼
を
受
け
て
冠
嶽
へ
書
状
を
送
っ

て
い
た
。

　

石
神
坊
は
こ
の
日
、「
長
日
修
法
を
控
え
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
（
鹿
児
島
）
で
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
ど
う
し
た
こ
と

か
冠
嶽
の
者
が
や
っ
て
こ
な
い
。
書
状
で
冠
嶽
の
和
光
院
に
何
と
か
言
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
覚
兼
に
訴
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
覚
兼
が
返

答
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
で
用
い
ら
れ
た
「
通
」
は
現
代
語
と
同
じ
意
味
で
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
「
通
」
は
、
覚
兼
の
発
言
を
引

用
し
、
そ
れ
を
締
め
く
く
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
覚
兼
は
「
ひ
と
ま
ず
御
坊
は
お
帰
り
に
な
っ

て
、
使
者
を
冠
嶽
に
送
っ
て
「
い
つ
ご
ろ
参
ら
れ
る
の
か
」
と
内
談
す
る
の
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
」
と
言
っ
て
、
石
神
坊
を
帰
し
た
の
で
あ
っ

た
。
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六
四

［
史
料
五
］
天
正
三
年
二
月
一
六
日 

二
か
条
目

一
、
此
日
、
本
田
紀
伊（
薫
親
）守
殿
侘
之
事
、
伊
地
知
雅
楽
助
・
拙
者
両
人
に
て
申
上
候
、
さ
て
ハ
又（
親
兼
）

次
郎
此
方
へ
召
置
候
す
る
と
被
申
候
歟
、

此
方
ニ
候
門
一
之
事
ハ
被
下
候
由
候
也
、
即
紀
州
へ
此
由
申
候
、
忝
通
に
て
候
、

　

昨
年
一
二
月
に
川
内
地
域
の
山
田
と
い
う
地
の
地
頭
に
任
じ
ら
れ
た
本
田
薫
親
が
（
天
正
二
年
一
二
月
六
日
条
）、
息
子
の
親
兼
は
鹿
児
島

に
置
い
て
い
き
た
い
の
で
、
息
子
の
た
め
に
「
門
」（
南
九
州
の
所
領
単
位
）
を
与
え
て
ほ
し
い
と
こ
の
前
日
に
嘆
願
し
て
い
た
（
天
正
三
年

二
月
一
五
日
条
）。

　

こ
の
日
、
そ
の
件
を
義
久
に
上
申
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
ち
ら
（
鹿
児
島
）
に
あ
る
門
一
つ
を
与
え
る
」
と
の
決
定
が
な
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を

覚
兼
が
薫
親
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
薫
親
は
「
か
た
じ
け
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
応
答
に
主
語
の
明
示
は
な
い
が
、「
忝
」
と
言
っ

た
の
は
薫
親
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
短
い
発
言
だ
が
、「
通
」
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
せ
よ
う
。

［
史
料
六
］
天
正
二
年
九
月
二
六
日 

二
か
条
目

一
、
此
日
、
従
和
泉
使
者
に
て
候
伊
勢
守
殿
・
指
宿
周
防
介
・
知
識
弾
正
忠
、
彼
三
人
仮
屋
へ
、
御
寄
合
中
為
使
、
本
田
若（
親
豊
）州
・
伊
地
知

勘（
重
秀
）

解
由
・
拙
者
三
人
被
遣
候
、
意
趣
者
、
当
時
世
間
雑
説
共
申
散
候
、
殊
ニ
去
月
始
之
比
、
喜
入
久
屋
斎
此
方
へ
被
罷
越
候
、
其
砌

承
事
ニ
、
彼
雑
説
、
中（
島
津
家
久
）

書
様
御
前
よ
り
被
仰
儀
候
間
、
急
度
義
虎
串
来〔
木
〕野
へ
御
越
候
而
、
可
被
仰
開
候
、
若
又
不
被
仰
開
候
ハ
ゝ
、

其
時
御
身
上
可
被
相
終
之
由
候
通
、
彼
久
屋
斎
喜
入
摂（
季
久
）州
へ
被
申
候
間
、
本
若
州
以
、
中
書
様
へ
此
由
御
事
問
共
候
、
貴（
義
久
）

殿
様
よ
り

被
仰
候
つ
る
通
、
又
ハ
中
書
少
も
彼
儀
無
御
存
知
通
、
直
ニ
和
泉
之
使
者
へ
物
語
候
、
勢
州
御
返
事
に
ハ
、
少
も
如
此
之
挍
量
、
於

山
北
不
承
候
間
、
同
心
之
人
衆
を
帰
候
而
、
義
虎
之
御
分
別
、
又
ハ
久
屋
之
分
別
、
承
候
す
る
之
由
御
返
事
候
、（
後
略
）

　

肥
後
と
の
国
境
に
あ
た
り
、
庶
子
家
で
あ
る
薩
州
家
の
島
津
義
虎
が
本
拠
と
す
る
和
泉
（
出
水
）
か
ら
、
使
者
三
名
が
鹿
児
島
に
や
っ
て
き

た
。
彼
ら
の
も
と
を
、「
寄
合
中
」
か
ら
の
使
者
と
し
て
覚
兼
ら
三
名
が
訪
ね
た
。
こ
の
「
寄
合
中
」
の
内
実
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
も
言
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「
通
」
考

六
五

及
が
な
く
、
本
稿
で
も
立
ち
入
っ
て
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
老
中
と
奏
者
の
合
議
体
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
本
宗
家
と
薩
州
家
は
そ
れ
ぞ
れ
の
一
代
前
に
抗
争
を
繰
り
広
げ
た
間
柄
で
、
義
久
と
義
虎
は
微
妙
な
関
係
に
あ
っ
た
。
去
る
同
月
二
日

条
に
よ
れ
ば
、
近
ご
ろ
世
間
で
色
々
と
「
雑
説
」
が
流
布
し
て
い
る
の
を
義
虎
が
し
き
り
に
気
に
し
て
お
り
、
そ
の
件
で
老
中
か
ら
伝
え
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
後
日
出
水
か
ら
人
を
よ
こ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
義
虎
謀
反
の
噂
が
立
っ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
こ
で
派
遣
さ
れ

た
の
が
こ
の
日
の
三
名
の
使
者
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
と
き
覚
兼
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
た
。「
先
月
初
め
ご
ろ
に
喜
入
久
屋
斎
（
不
詳
、
義
虎
の
家
臣
で
あ
ろ
う
）
が
鹿
児
島
へ

や
っ
て
き
て
、「
例
の
雑
説
は
中
書
様
（
義
久
弟
の
家
久
）
か
ら
仰
せ
ら
れ
た
こ
と
な
の
で
、
義
虎
は
「
串
木
野
（
家
久
の
本
拠
）
に
出
向
い

て
申
し
開
き
を
す
る
つ
も
り
だ
。
さ
も
な
く
ば
私
は
身
の
破
滅
だ
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
」
と
、
喜
入
季
久
（
老
中
）
に
言
っ
た
。
そ
こ
で
本
田

親
豊
（
奏
者
）
が
中
書
様
に
こ
の
こ
と
を
問
い
合
わ
せ
た
。
貴
殿
様
（
義
久
）
か
ら
仰
せ
が
あ
っ
た
の
だ
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
中
書
は
全
く

ご
存
知
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
を
、
直
接
に
出
水
の
使
者
に
伝
え
た
。
こ
の
記
事
に
み
え
る
三
つ
の
「
通
」
の
う
ち
、
一
つ
目
は
久
屋
斎
、
残

り
二
つ
は
覚
兼
の
発
言
を
そ
れ
ぞ
れ
結
ん
で
い
る
。
そ
の
場
に
い
な
い
第
三
者
の
発
言
の
引
用
に
も
「
通
」
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

使
者
の
伊
勢
守
は
、「
義
虎
が
そ
の
よ
う
な
お
考
え
だ
と
は
、
山
北
（
出
水
方
面
）
で
は
全
く
聞
か
な
か
っ
た
。
同
行
の
者
を
帰
ら
せ
て
、

義
虎
・
久
屋
の
所
存
を
確
か
め
る
」
と
の
返
事
を
し
た
。
な
お
後
日
、
義
虎
が
久
屋
斎
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
雑
説
の
出
所
が
家
久
だ
と
い
う
の

は
誤
り
だ
と
わ
か
り
、
久
屋
斎
は
出
奔
し
て
い
る
（
同
年
一
一
月
二
〇
日
条
）。

［
史
料
七
］
天
正
二
年
一
二
月
一
日 

一
か
条
目

一
、
朔
日
、
如
常
出
仕
申
候
、
従
和
泉
伊
地
知
善
介
と
申
使
者
被
参
候
、
意
趣
承
候
へ
と
候
条
、
拙
者
一
人
に
て
承
候
、
趣
者
、
先

刻
以
両
使
、
当
時
申
散
候
就
雑
説
条
々
申
上
候
、
御
返
事
委
承
候
て
、
忝
被
思
候
、
次
ニ
者
、
其
次
ニ
御
犬
之
馬
場
掃
地
被
成

候
由
候
、
目
出
候
、
年
内
に
て
も
候
す
る
哉
、
又
早
晩
之
比
た
る
へ
く
候
哉
、
其
時
節
御
参
候
て
御
覧
し
た
き
由
御
申
候
、
次

ニ
者
、
日
州
境
目
御
弓
箭
御
行
共
い
か
ゝ
候
哉
、
き
か
せ
ら
れ
た
き
由
候
、
次
ニ
者
、
中
書
様
へ
書
か
ハ
し
の
事
、
先
日
申
上

候
ツ
、
其
御
返
事
ニ
、
菟
角
義
虎
と
中
書
様
之
御
談
合
次
第
之
由
承
候
間
、
其
分
ニ
書
替
し
を
可
申
覚
悟
之
由
候
也
、（
中
略
） 
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六
六

御
老
中
迄
と
候
て
、
泊
野
の
事
、
先
日
如
申
候
、
爰
よ
り
然
と
挌
護
○可

被
成
候
、
次
ニ
者
、
け
し
か
り
畠
地
之
事
に
つ
き
、

こ（

功

才

人

）

う
さ
い
に
ん
参
せ
候
へ
と
承
候
ツ
、
是
又
急
度
進
上
有
へ
き
よ
し
候
、
い
つ
れ
も
委
細
承
候
通
之
返
事
候
也
、

　

こ
の
日
も
出
水
の
義
虎
か
ら
使
者
が
来
て
お
り
、
覚
兼
が
一
人
で
応
対
し
て
い
る
。
今
回
の
案
件
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
、
義
久
に
は
①

義
虎
の
雑
説
、
②
犬
追
物
の
日
程
、
③
日
向
攻
め
の
戦
略
、
④
家
久
と
の
起
請
文
交
換
（
久
屋
斎
の
件
の
処
理
で
あ
ろ
う
）
の
四
件
が
披
露
さ

れ
、
加
え
て
老
中
ま
で
と
の
こ
と
で
⑤
泊
野
、
⑥
け
し
か
り
畠
地
と
い
う
二
件
の
所
領
問
題
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
覚
兼
は
「
い
ず
れ
の
件
も
全

て
承
り
ま
し
た
」
と
返
事
し
た
。
こ
こ
に
み
え
る
「
承
候
通
」
と
い
う
表
現
は
史
料
一
に
も
あ
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
「
承
っ
た
通
り
の
返

事
」
な
ど
と
訳
し
て
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
や
は
り
こ
れ
も
発
言
の
引
用
と
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
、
四
点
の
史
料
を
も
と
に
し
て
、
現
代
語
と
同
じ
意
味
で
は
理
解
し
き
れ
な
い
「
通
」
の
用
法
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
れ
ら
史
料
に

み
え
る
「
通
」
は
、「
〜
の
通
り
」「
〜
の
ま
ま
」「
〜
と
同
じ
く
」
と
い
っ
た
意
味
で
は
な
く
、
覚
兼
と
彼
の
も
と
を
訪
れ
た
陳
情
者
の
会
話

の
な
か
で
の
発
言
、
あ
る
い
は
第
三
者
の
発
言
を
引
用
し
、
そ
れ
を
結
ぶ
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
記
事
の
内
容
を
う
ま
く
理

解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
例
示

　

興
味
深
い
こ
と
に
、『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
現
れ
る
「
通
」
に
は
、
さ
ら
に
別
の
用
法
が
存
在
す
る
。
事
例
を
挙
げ
て
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

［
史
料
八
］
天
正
二
年
八
月
一
日 

四
か
条
目

一
、
此
晩
、
如
旧
例
、
一
王
大
夫
於
殿
中
式
三
番
仕
候
、
各
片
衣
脱
に
て
候
、
拙
者
通
之
衆
承
合
候
て
、
十
疋
ニ
請
候
、

　

現
存
す
る
『
上
井
覚
兼
日
記
』
は
こ
の
日
の
記
事
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
一
〜
三
か
条
目
は
八
朔
の
贈
答
行
事
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
夜
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「
通
」
考

六
七

に
な
っ
て
一
王
大
夫
と
い
う
能
役
者
が
式
三
番
を
舞
い
、
観
客
た
ち
は
片
衣
（
肩
衣
）
を
脱
い
で
一
王
大
夫
に
褒
美
と
し
て
与
え
た
。
そ
の
片

衣
は
あ
と
で
観
客
に
返
し
て
、
か
わ
り
に
金
銭
を
も
ら
う
の
が
「
片
衣
脱
」
と
い
う
習
わ
し
で
あ
ろ
う
。「
素
襖
脱
」
や
「
小
袖
脱
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
と
同
様
で
あ
る
。
覚
兼
は
一
王
大
夫
に
銭
一
〇
疋
を
渡
し
て
片
衣
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
観
客
と
し
て
居
合
わ
せ
た
の
が

「
拙
者
通
衆
」
で
あ
り
、
当
然
そ
れ
は
覚
兼
を
含
め
て
複
数
人
に
違
い
な
い
か
ら
、「
拙
者
な
ど
の
衆
」
と
訳
す
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

［
史
料
九
］
天
正
二
年
八
月
一
〇
日 

一
か
条
目

一
、
十
日
、
如
例
出
仕
申
候
、
入（
重
豊
）

来
院
殿
御
申
之
通
、
三
人
同
前
ニ
披
露
申
候
、
上
意
に
ハ
、
一
両
日
中
御
談
合
衆
被
参
候
す
る
間
、
御

老
中
御
談
合
候
て
可
然
之
由
候
、
乍
去
、
所
領
い
か
ほ
と
ゝ
候
て
召
上
候
へ
は
、
所
領
御
望
に
て
被
仰
出
候
に
相
似
候
、
十
町
者
十

町
か
ハ
ら
す
候
共
、
形
の
こ
と
く
く
り
か
へ
歟
可
然
候
す
ら
ん
と
御
意
候
、
神
判
之
事
、
是
又
文
言
を
談（
大
乗
院
盛
久
）

儀
所
へ
と
被
申
候
、
只
入

来
院
と
の
分
別
以
、
如
何
様
に
も
被
申
候
て
可
然
之
由
候
、
彼
方
之
年
行
共
、
又
者
萩
野
采
女
な
と
申
者
通
、
は
せ
ま
ハ
り
候
す
る

人
衆
も
、
銘
々
に
神
判
・
血
判
な
と
さ
せ
ら
れ
候
て
可
然
之
由　

仰
候
、

　

こ
の
前
月
に
入
来
院
重
豊
に
謀
反
の
噂
が
立
ち
、
義
久
か
ら
身
の
上
は
安
堵
さ
れ
た
も
の
の
、
あ
ら
た
め
て
潔
白
を
主
張
す
る
た
め
、
重
豊

は
所
領
の
返
上
を
申
し
出
て
い
た
（
同
月
八
日
条
）。
そ
の
と
き
に
重
豊
の
話
を
聞
い
た
奏
者
三
人
（
本
田
親
貞
・
伊
地
知
重
秀
・
覚
兼
）
が

こ
の
日
、
そ
の
内
容
を
義
久
に
披
露
し
た
。

　

義
久
は
「
老
中
で
話
し
合
う
の
が
よ
か
ろ
う
。
と
は
い
え
所
領
を
指
定
し
て
召
し
上
げ
れ
ば
こ
ち
ら
か
ら
望
ん
だ
か
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
繰
り
替
え
（
所
領
交
換
）
と
し
て
は
ど
う
か
。
神
判
（
起
請
文
）
の
文
言
を
談
儀
所
（
鹿
児
島
の
有
力
寺
院
で
あ
る
大
乗
院
の
盛

久
）
に
決
め
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
が
、
入
来
院
殿
の
判
断
で
自
由
に
す
れ
ば
よ
い
。
あ
ち
ら
（
入
来
院
氏
）
の
年
行
（
と
し
ゆ
き
＝
年
寄

衆
）
た
ち
、
あ
る
い
は
萩
野
采
女
な
ど
と
申
す
者
な
ど
、
奔
走
し
て
い
る
者
た
ち
（
世
話
役
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
起
請
文
・
血
判
起
請
文
を
出
さ

せ
る
の
が
よ
い
」
と
の
上
意
を
伝
え
た
。

　

萩
野
采
女
は
何
者
か
不
明
だ
が
、
年
寄
衆
と
と
も
に
「
は
せ
ま
ハ
り
候
す
る
人
衆
」
と
し
て
例
示
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
史
料
八
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六
八

と
同
様
、
こ
の
「
通
」
も
「
〜
な
ど
」
と
訳
す
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
（「
な
ど
」
が
二
回
重
複
し
て
し
ま
う
が
）。

［
史
料
一
〇
］
天
正
二
年
八
月
一
九
日 

一
か
条
目

一
、
十
九
日
、
如
常
出
仕
申
候
、
座
主
・
権
執
印
口
事
之
儀
承
候
分
、
御
老
中
へ
申
入
候
、
扨
者
三
ま
ひ
衆
通
に
ハ
、
彼
者
成
ま
し
き
者

に
て
候
哉
、
然
と
も
養
子
に
成
候
へ
ハ
、
い
か
な
る
賎
者
も
養
父
の
位
法
第
に
こ
そ
候
へ
、
本
の
親
の
位
・
名
字
な
と
ハ
い
ら
さ
る

由
候
、
此
分
堅
申
つ
め
候
間
、
菟
角
は
つ
し
ゑ
ら
れ
す
候
、
只
新
田
者
余
所
に
替
候
間
、
神
慮
か
ケ
様
に
候
と
計
被
申
候
、
道
理
ハ

少
も
無
承
分
事
候
、

　

こ
の
頃
、
薩
摩
国
一
の
宮
の
新
田
宮
は
神
官
組
織
の
内
部
で
相
論
が
起
こ
っ
て
い
た
。
神
官
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
執
印
の
養
子
縁
組
に
対
し

て
、
執
印
に
次
ぐ
地
位
に
あ
る
座
主
・
権
執
印
が
反
発
し
た
の
で
あ
る
。
執
印
は
宮
田
杢
助
と
い
う
者
を
三
昧
衆
に
し
て
養
子
に
迎
え
よ
う
と

し
た
が
、
座
主
・
権
執
印
は
「
宮
田
は
殿
守
の
子
で
あ
り
、
座
主
・
権
執
印
と
同
席
で
き
る
三
昧
衆
の
よ
う
な
高
職
に
就
く
資
格
は
な
い
」
と

主
張
し
て
い
た
（
同
月
七
日
条
・
一
八
日
条（
８
））。

　

そ
こ
で
こ
の
日
、
覚
兼
が
座
主
・
権
執
印
の
言
い
分
を
老
中
へ
伝
え
た
。
老
中
か
ら
は
「
そ
れ
で
は
そ
の
者
は
三
昧
衆
な
ど
に
は
な
れ
な
い

と
い
う
の
か
。
し
か
し
ど
ん
な
卑
賎
の
者
で
も
養
子
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
養
父
の
地
位
次
第
で
あ
っ
て
、
元
の
親
の
地
位
や
名
前
は
関
係
な
い

こ
と
だ
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
覚
兼
が
座
主
・
権
執
印
に
強
く
言
っ
て
聞
か
せ
た
が
、
彼
ら
は
「
神
慮
」
を
盾
に
し
て
承
服
し

な
か
っ
た
。

　

こ
の
「
通
」
も
前
節
ま
で
で
み
た
用
法
で
は
適
切
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
や
は
り
史
料
八
・
九
と
同
じ
く
、「
〜
な
ど
」
と
訳
す

の
が
最
良
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
参
照
し
て
、「
な
ど
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
確
認
し
て
み
る
と
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

　
　

ほ
か
に
も
同
類
の
も
の
の
あ
る
中
か
ら
一
例
と
し
て
示
す
意
を
表
わ
す
。
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「
通
」
考

六
九

（
一
）
体
言
ま
た
は
体
言
と
同
資
格
の
語
句
を
受
け
て
用
い
ら
れ
る
。

（
イ
）
体
言
を
受
け
て
、
類
例
を
例
示
ま
た
は
暗
示
し
つ
つ
、
代
表
と
し
て
指
し
示
す
。

（
ロ
）
引
用
文
を
受
け
て
、
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
を
示
す
。

（
二
）
体
言
・
形
容
詞
連
用
形
・
副
詞
な
ど
を
受
け
、
漠
然
と
さ
す
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
を
や
わ
ら
げ
る
。

（
三
）
あ
る
事
物
を
取
り
立
て
て
例
示
す
る
。

　

文
章
に
わ
か
り
づ
ら
い
部
分
も
あ
る
が
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
「
通
」
の

発
言
の
引
用
と
い
う
用
法
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
（
一
）（
ロ
）
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
本
節
で
み
て
き
た
「
通
」
の
例

示
と
い
う
用
法
は
、
ま
さ
に
（
一
）（
イ
）
に
該
当
す
る
も
の
と
い
え
る
。（
二
）
の
漠
然
と
指
示
す
る
用
法
に
つ
い
て
は
、『
日
本
国
語
大
辞

典
』
の
「
語
誌
」
欄
で
は
（
一
）
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
説
明
し
て
い
る
が
、「
通
」
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
史
料
五
の
「
忝
通
」
や
史
料
七

の
「
委
細
承
候
通
」
の
よ
う
に
、
発
言
を
漠
然
と
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
引
用
し
た
と
み
な
せ
る
事
例
も
あ
る
。
よ
っ
て
「
通
」
は
発
言
を
引

用
し
た
場
合
で
も
、「
〜
な
ど
と
」
と
訳
す
と
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

な
お
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
『
日
葡
辞
書
』
に
も
現
代
語
と
は
異
質
の
「
通
」
の
意
味
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
「
様
式
・
趣
、
ま
た
は
、
種
類（
９
）」
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
う
ち
「
趣
」
は
発
言
の
引
用
、「
種
類
」
は
例
示
の
用
法
の
一
面
を
そ

れ
ぞ
れ
捉
え
て
は
い
る
が
、
現
代
語
へ
の
翻
訳
に
際
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
三
）
謙
譲
・
軽
侮

　

こ
こ
で
さ
ら
に
注
意
し
た
い
の
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
載
る
「
な
ど
」
の
（
三
）
の
用
法
に
は
、「
軽
蔑
を
表
わ
す
用
法
な
ど
と
も
い

わ
れ
る
」（「
語
誌
」
欄
）
と
の
説
明
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
史
料
一
〇
の
「
三
ま
ひ
衆
通
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
が
、
老
中

に
し
て
み
れ
ば
新
田
宮
の
三
昧
衆
と
い
う
地
位
そ
の
も
の
は
大
き
な
問
題
で
は
な
く
、
こ
こ
で
あ
え
て
用
い
ら
れ
た
「
通
」
に
は
、
若
干
の
軽

侮
の
響
き
が
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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七
〇

［
史
料
一
一
］
天
正
二
年
一
〇
月
一
七
日 

一
か
条
目

一
、
十
七
日
、
如
常
出
仕
申
候
、
川
内
寄
々
地
頭
鎌（
鎌
田
政
心
・
野
村
秀
綱
・
山
田
有
信
）

外
・
野
美
・
山
新
、
隈
城
地
頭（
比
志
島
国
真
）

笑
翁
斎
代
と
し
て
松
本
雅
楽
助
方
被
参
候
、
此
衆
へ

新
田
宮
口
事
之
儀
御
尋
候
、
被
申
事
ニ
、
菟
角
我
々
通
可
申
無
子
細
候
、
乍
去
出
合
ニ
存
事
に
ハ
、
権
執
印
一
人
召
寄
候
て
、
此

方
御
奉
公
別
儀
有
間
敷
由
、
談
儀
所
を
頼
存
、
真
判
な
と
に
て
深
甚
に
被
申
候
歟
其
筋
に
て
候
程
に
、（
宮
田
杢
助
ヵ
）

彼
人
召
寄
、
養
子
の
事
を

被
仰
取
候
ハ
ゝ
、
若
者
余
人
も
分
別
歟
候
す
ら
ん
と
被
申
候
、
自
其
此
由
白
浜
周（
重
政
）

防
介
・
拙
者
両
人
ニ
テ
達　

上
聞
候
、
御
意
ニ
、

其
為
に
彼
地
頭
〳
〵
被
召
寄
候
上
者
、
其
分
ニ
可
然
之
由
候
、
次
ニ
被
仰
事
ニ
、
此
通
之
儀
を
さ
の
ミ
上
意
ま
て
に
て
候
ハ
す
と

も
、
御
老
中
御
分
別
法
第
の
由
候
也
、（
後
略
）

　

こ
の
日
、
鹿
児
島
に
来
て
い
た
川
内
地
域
の
各
所
の
地
頭
に
、
先
述
し
た
新
田
宮
の
相
論
に
つ
い
て
義
久
か
ら
下
問
が
あ
っ
た
。
地
頭
ら
は

「
と
や
か
く
我
々
な
ど
が
申
す
べ
き
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
最
初
に
遠
慮
し
な
が
ら
も
、「
権
執
印
一
人
を
鹿
児
島
に
呼
び
つ
け
て
起
請
文

で
奉
公
を
誓
わ
せ
、
同
時
に
宮
田
杢
助
も
呼
び
寄
せ
て
、
養
子
の
件
を
両
者
に
合
意
さ
せ
れ
ば
、
周
囲
も
納
得
す
る
で
し
ょ
う
」
な
ど
と
提
案

し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
奏
者
の
白
浜
重
政
・
覚
兼
の
二
名
が
義
久
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
義
久
は
「
そ
の
た
め
に
彼
ら
地
頭
を
呼
ん
だ
の
だ
か
ら
、
そ
の

意
見
の
通
り
で
よ
い
」
と
承
認
し
つ
つ
も
、
一
方
で
は
「
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
上
意
に
ま
で
持
ち
込
ま
な
く
て
も
よ
い
、
老
中
の
思
案
に
任
せ

る
」
と
不
満
を
表
し
て
も
い
る
。

　

こ
の
う
ち
一
つ
目
の
傍
線
部
分
の
「
通
」
は
、「
我
々
の
よ
う
な
者
」「
我
々
程
度
の
者
」
と
い
っ
た
表
現
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

地
頭
た
ち
の
義
久
に
対
す
る
謙
譲
の
意
思
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
二
つ
目
の
傍
線
部
分
の
「
通
」
は
、「
こ
の
よ
う
な
こ
と
」「
こ

の
程
度
の
こ
と
」
と
い
っ
た
用
法
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
新
田
宮
の
相
論
に
対
す
る
義
久
の
軽
侮
の
含
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
通
」
に
は
対
象
の
地
位
を
下
げ
る
用
法
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
自
己
に
対
し
て
用
い
ら
れ
れ
ば
謙
譲
の
、
他
者
に
向

け
ら
れ
れ
ば
軽
侮
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。
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「
通
」
考

七
一

［
史
料
一
二
］
天
正
二
年
一
〇
月
一
八
日 

一
か
条
目

一
、
十
八
日
、
如
常
出
仕
候
、
昨
日
野
村
殿
役
之
御
侘
之
事
、
御
老
中
へ
○拙
者
一
人
ニ
テ

申
候
、
即
達
上
聞
候
へ
と
承
候
間
、
申
上
候
、
御
返
事
ニ
、

爰
許
役
之
御
侘
被
申
候
、
無
御
納
得
候
、
若
者
何
た
る
心
底
共
候
哉
、
寄
合
中
前
よ
り
猶
々
被
承
候
へ
、
無
其
儀
候
ハ
ゝ
、
尚
々
御

頼
之
由
に
て
そ
候
す
ら
ん
と　

上
意
候
、
そ
れ
よ
り
野
村
殿
へ
相
尋
申
候
、
無
別
儀
候
、
国
境
之
事
に
候
間
、
我
々
通
罷
居
候
て

ハ
、
向
後
御
為
に
罷
成
ま
し
き
由
候
也
、
依
夫
御
侘
有
由
候
也
、（
後
略
）

　

こ
れ
は
史
料
一
一
の
翌
日
の
記
事
で
あ
る
が
、
史
料
一
一
の
後
続
部
分
で
は
、
平
佐
地
頭
の
野
村
秀
綱
か
ら
地
頭
を
辞
任
し
た
い
、
で
き
れ

ば
鹿
児
島
に
召
し
移
し
て
ほ
し
い
と
の
嘆
願
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
翌
日
の
こ
の
日
、
覚
兼
が
そ
の
件
を
老
中
に
申
し
入
れ
、
た
だ
ち
に
義
久
に
も
伝
え
た
と
こ
ろ
、
義
久
か
ら
は
「
納
得
で
き
な
い
。

何
か
本
心
が
あ
る
の
か
。
寄
合
中
か
ら
聴
取
し
て
、
何
も
な
け
れ
ば
地
頭
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
上
意
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
野
村
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
特
に
何
か
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
平
佐
は
）
国
境
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
私
な
ど
が

お
っ
て
は
今
後
の
（
家
中
の
）
御
為
に
な
り
ま
す
ま
い
。
だ
か
ら
辞
任
を
願
い
出
た
の
で
す
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
建
て
前
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
野
村
と
し
て
は
「
自
分
は
国
境
と
い
う
要
地
を
任
さ
れ
う
る
器
で
は
な
い
」
と
い
う
謙

譲
の
言
辞
を
も
っ
て
配
置
転
換
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。

［
史
料
一
三
］
天
正
二
年
一
二
月
二
四
日 

一
か
条
目

一
、
廿
四
日
、
如
常
出
仕
申
候
、
諸
所
之
歳
暮
御
祝
言
之
衆
取
成
候
、（
中
略
）
次
ニ　

上
意
候
、
一
昨
日
南
林
寺
へ
御
光
儀
之
時
、
清

賀
ノ
子
御
座
へ
宮
仕
申
候
、
彼
等
通
之
者
御
座
へ
宮
仕
、
無
御
納
得
候
、
言
語
道
断
之
由
被
仰
出
候
也
、

　

こ
の
日
、
覚
兼
は
年
末
の
あ
い
さ
つ
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
人
々
の
義
久
へ
の
取
り
次
ぎ
を
務
め
て
い
た
が
、
あ
る
案
件
で
義
久
の
意
向
を

伺
っ
た
つ
い
で
に
、
一
昨
日
に
義
久
が
南
林
寺
を
訪
問
し
た
と
き
の
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
南
林
寺
は
義
久
の
父
で
あ
る
貴
久
が
創
建
し
た
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と
さ
れ
る
寺
で
、
こ
の
と
き
義
久
が
訪
問
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
単
な
る
年
末
の
あ
い
さ
つ
か
、
あ
る
い
は
数
日
前
に
起
き
た
、
福

昌
寺
へ
逃
げ
込
ん
だ
山
賊
が
捕
え
に
来
た
役
人
に
斬
り
か
か
っ
て
逆
に
殺
さ
れ
、
福
昌
寺
の
住
持
が
南
林
寺
に
籠
居
し
た
事
件
（
同
月
一
九
日

条
）
に
関
係
し
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
義
久
が
言
う
に
は
、
南
林
寺
で
は
「
清
賀
」
な
る
者
の
子
が
御
座
で
の
宮
仕
（
給
仕
役
）
を
し
て
い
た
が
、「
あ
の
よ
う
な
者
が
御
座

で
宮
仕
を
す
る
と
は
納
得
で
き
な
い
。
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
」
と
の
こ
と
で
、
あ
の
程
度
の
身
分
の
者
は
自
分
と
座
を
同
じ
く
す
る
資
格
は

な
い
は
ず
だ
、
と
の
趣
旨
で
強
い
不
満
を
示
し
て
い
る
。

［
史
料
一
四
］
天
正
三
年
三
月
六
日 

一
か
条
目

一
、
六
日
、
如
常
出
仕
申
候
、
河（
久
隅
）

上
殿
御
申
上
候
、
意
趣
者
此
度
御
犬
追
物
に
つ
き
、
行
騰
・
弓
な
と
に
つ
き
、
御
道
具
被
下
候
、
忝
被

思
候
、
先
々
御
暇
御
申
候
て
、
支
度
被
成
度
由
候
、
就
者
支
度
出
来
合
す
候
ハ
ゝ
、
此
度
ハ
御
不
用
可
被
成
事
も
是
あ
る
へ
き
由
御

申
候
也
、　

上
意
ニ
、
就
支
度
之
儀
御
暇
御
申
候
、
菟
角
御
分
別
次
第
之
由
候
、
然
者
、
自
然
御
不
用
可
有
由
御
申
候
、
如
何
候
哉
、

若
御
存
分
共
候
ハ
ゝ
御
申
上
候
へ
、
御
談
合
可
有
之
由
御
尋
被
成
候
、
其
時
上（
久
隅
）州
御
申
ニ
者
、
此
前
藺
牟
田
地
頭
に
て
候
時
、
馴
松

右
衛
門
尉
と
申
者
、
下
大
隅
へ
可
召
移
由
御
老
中
よ
り
承
候
、
其
覚
悟
候
之
処
、
彼
方
所
領
共
さ
し
つ
ま
り
候
哉
、
も
と
の
こ
と
く

藺
牟
田
へ
罷
帰
候
へ
と
候
之
条
、
如
其
候
処
、
当
地
頭
新
納
治（

久

厚

）

部
少
輔
被
申
事
ニ
、
ひ
と
た
ひ
移
可
申
由
申
候
者
に
候
間
、
彼
方
へ

者
召
置
ま
し
き
由
堅
被
申
候
、
迷
惑
申
候
由
、
上
州
へ
申
来
候
、
諸
所
ケ
様
之
移
衆
被
措
候
へ
ハ
、
も
と
の
こ
と
く
其
所
へ
居
候
事

不
珍
候
、
藺
牟
田
ニ
限
候
て
か
や
う
に
地
頭
被
申
候
事
、
上
州
ニ
対
し
て
之
儀
に
候
哉
、
一
向
無
分
別
候
、
然
者
彼
者
身
上
落
着
次

第
、
上
州
之
御
身
上
も
同
前
た
る
へ
き
御
所
存
候
、
然
者
御
犬
ニ
御
参
可
有
事
無〔

心
脱
ヵ
〕
本
候
条
、
兼
而
御
申
之
由
候
、（
中
略
）
先
々
御

老
中
へ
披
露
申
候
、
有
之
侭
ニ
申
上
よ
と
承
候
間
、
達　

上
聞
候
、
上
意
ニ
、
是
通
之
事
ニ
、
上
州
之
身
上
ニ
被
対
候
へ
ハ
一
大
事

也
、
御
犬
追
物
ニ
取
合
、
色
々
六
ケ
敷
御
申
候
、
一
々
無
御
得
心
候
、
菟
角
御
犬
之
支
度
御
急
被
成
候
て
可
然
之
由
、
上
意
候
也
、

此
旨
即
上
州
へ
申
候
、
菟
角
上
意
法
第
之
由
候
也
、
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こ
の
日
、
遠
縁
で
は
あ
る
が
島
津
氏
庶
流
の
川
上
久
隅
か
ら
、「
こ
の
た
び
の
犬
追
物
に
つ
い
て
、
暇
を
も
ら
っ
て
準
備
を
し
た
い
が
、
も

し
そ
れ
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
ら
、
自
分
は
お
用
い
な
き
よ
う
」
と
の
趣
旨
で
上
申
が
あ
っ
た
。
義
久
か
ら
は
、「
準
備
の
た
め
暇
を
、
と
い

う
の
は
（
久
隅
の
）
考
え
に
任
せ
る
が
、
も
し
も
の
場
合
は
お
用
い
な
き
よ
う
、
と
い
う
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら

言
っ
て
ほ
し
い
」
と
返
し
た
。

　

そ
こ
で
久
隅
は
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。「
以
前
、（
自
分
が
）
藺
牟
田
の
地
頭
だ
っ
た
と
き
、（
衆
中
の
）
馴
松
右
衛
門
尉
と
い
う
者
が
、

「（
藺
牟
田
か
ら
）
下
大
隅
へ
召
し
移
す
」
と
御
老
中
か
ら
言
わ
れ
た
。（
馴
松
は
）
そ
の
つ
も
り
で
い
た
が
、
あ
ち
ら
（
下
大
隅
）
の
所
領
が

逼
迫
し
て
い
た
の
か
、「
元
通
り
に
藺
牟
田
へ
帰
れ
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
今
の
（
藺
牟
田
）
地
頭
の
新
納

治
部
少
輔
か
ら
、「
ひ
と
た
び
「
移
る
」
と
言
っ
た
者
は
、
こ
ち
ら
（
藺
牟
田
）
に
は
置
い
て
お
け
な
い
」
と
強
く
言
わ
れ
た
。（
馴
松
は
）

「
困
っ
て
い
る
」
と
上
州
（
久
隅
）
に
言
っ
て
き
た
。
諸
所
で
こ
の
よ
う
な
移
衆
が
中
止
に
な
っ
た
ら
、
元
通
り
そ
の
場
所
に
居
続
け
る
こ
と

は
珍
し
く
な
い
。
藺
牟
田
に
限
っ
て
こ
の
よ
う
に
地
頭
が
言
う
と
は
、
こ
の
上
州
を
相
手
と
思
っ
て
の
こ
と
な
の
か
。
全
く
分
か
ら
な
い
。
で

あ
れ
ば
、
あ
の
者
（
馴
松
）
の
身
の
上
が
定
ま
っ
た
ら
、
上
州
の
身
の
上
も
同
じ
よ
う
に
処
す
つ
も
り
だ
。
よ
っ
て
犬
追
物
に
参
上
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
前
も
っ
て
申
し
上
げ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
旨
を
覚
兼
が
老
中
、
そ
し
て
義
久
に
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
義
久
の
意
向
は
「
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
上
州
の
身
の
上
と
対
等
に
し
て
は

一
大
事
で
あ
る
。
犬
追
物
と
組
み
合
わ
せ
て
色
々
と
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
き
た
が
、
ど
れ
も
納
得
で
き
な
い
。
と
も
か
く
犬
追
物
の
準
備
を

急
ぐ
の
が
よ
か
ろ
う
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
久
隅
は
上
意
に
従
う
と
答
え
た
。

　

戦
国
大
名
に
限
ら
ず
、
中
世
の
権
力
者
に
と
っ
て
一
族
の
扱
い
と
い
う
の
は
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
が
、
地
頭
と
衆
中
の
間
で
の

も
め
ご
と
な
ど
、
一
族
で
あ
る
久
隅
の
進
退
に
比
べ
れ
ば
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
義
久
の
意
識
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

［
史
料
一
五
］
天
正
三
年
一
一
月
七
日
条 

一
か
条
目

一
、
七
日
、
如
常
出
仕
申
候
也
、
入
来
院
よ
り
之
意
趣
、
又
者
山
田
と
入
来
と
方
立
共
被
成
候
、
左
様
之
儀
、
未
被
達　

上
聞
候
之
条
、

委
申
上
よ
と
承
事
候
、
并
彼
儀
談
合
衆
な
と
被
申
候
分
、
是
直
ニ
申
上
候
へ
と
御
老
中
承
候
条
、
伊
（
伊
地
知
重
秀
）
勘
・
拙
者
両
人
御
前
ニ
参
候
而
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申
上
候
、
拙
者
弁
し
申
候
、（
中
略
）
上
意
ニ
、
当
者
入
来
と
山
田
之
方
立
被
申
候
歟
、
勿
論
始
而
被
聞
召
儀
候
、
善
悪
無　

上
覧

在
所
ニ
候
之
条
、
御
得
心
不
被
成
候
、
菟
角
人
之
不
上
所
領
を
御
挌
護
可
有
事
ハ
、
御
所
存
之
外
候
、
殊
更
入
来
へ
心
遣
候
て
、
一

村
も
二
村
も
、
百
〔
姓
、以
下
同
〕

性
な
り
と
も
お（
尾
）よ
り
あ
な
た
へ
置
候
て
、
山
田
之
城
の
た
め
に
と
、
本
（
本
田
薫
親
）
紀
・
方
立
共
被
申
候
衆
之
申
事
に
候
歟
、

い
つ
れ
も
功
者
之
見
申
候
程
ニ
、
さ
そ
候
す
ら
ん
、
乍
去
、
当
時
之
御
威
勢
ニ
者
、
入
来
院
御
敵
ハ
申
さ
し
か
と
被
思
召
候
、
又
彼

等
通
之
衆
之
御
敵
共
申
候
す
る
様
体
ニ
国
家
罷
成
候
ハ
ゝ
、
百
性
村
一
二
に
て
、
御
家
の
御
用
ニ
者
罷
立
ま
し
く
候
、
是
非
此
間
の

こ
と
く
、
入
来
院
へ
被
遣
候
て
可
然
由
候
也
、（
後
略
）

　

先
述
の
通
り
、
こ
の
前
年
に
謀
反
の
噂
が
立
っ
た
入
来
院
重
豊
は
、
所
領
の
返
上
を
島
津
氏
に
申
し
入
れ
、
ひ
と
ま
ず
事
態
を
収
拾
し
た
。

重
豊
が
返
上
し
た
の
は
手
元
に
一
部
だ
け
残
っ
て
い
た
川
内
地
域
の
所
領
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
こ
れ
も
先
述
し
た
山
田
と
い
う
地
が
あ
っ

て
、
本
田
薫
親
が
地
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
翌
天
正
三
年
の
こ
の
時
期
、
山
田
と
入
来
院
氏
の
本
領
の
間
で
「
方
立
」
と
呼
ば
れ

る
境
界
画
定
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
本
領
が
大
き
く
侵
食
さ
れ
た
と
し
て
、
重
豊
が
使
者
を
送
っ
て
訴
え
を
起
こ
し
て
い
た
（
同
年
一

一
月
五
日
条
）。

　

そ
し
て
こ
の
日
、
覚
兼
ら
は
老
中
の
指
示
に
よ
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
初
め
て
義
久
に
説
明
を
行
い
、
家
中
で
の
談
合
の
結
果
を
報
告
し

た
。
中
略
し
た
部
分
に
あ
た
る
が
、
談
合
で
は
複
数
の
意
見
が
出
さ
れ
、
当
事
者
で
あ
る
本
田
薫
親
や
方
立
の
実
施
者
た
ち
は
、「
こ
の
方
立

の
通
り
に
知
行
な
さ
る
べ
き
。
も
し
入
来
院
が
謀
反
な
ど
を
企
ん
で
も
、
入
来
院
の
本
領
に
こ
ち
ら
側
の
百
姓
の
村
が
一
つ
か
二
つ
あ
れ
ば
急

襲
を
受
け
な
く
て
済
む
」
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
結
論
は
、「
ひ
と
ま
ず
侵
食
し
た
所
領
の
一
部
を
入
来
院
へ
返
し
、
残
り
は
追
っ
て
解

決
を
図
る
の
が
よ
い
」
と
の
こ
と
で
ま
と
ま
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
義
久
は
、「
み
た
こ
と
が
な
い
在
所
な
の
で
得
心
は
い
か
な
い
が
、
人
が
進
上
し
て
も
い
な
い
所
領
を
知
行
し
よ
う
と
は
思
わ

な
い
。
本
田
紀
州
（
薫
親
）
や
方
立
を
行
っ
た
衆
は
、
こ
と
さ
ら
入
来
院
に
用
心
し
て
、
一
村
で
も
二
村
で
も
百
姓
を
向
こ
う
側
に
置
い
て
お

く
の
が
山
田
の
城
の
た
め
だ
と
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
功
者
（
現
地
に
精
通
し
た
者
）
の
見
立
て
で
あ
る
か
ら
、
き
っ
と
そ
う
な
の
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
今
の
（
当
家
の
）
威
勢
に
対
し
て
、
入
来
院
が
手
向
か
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
彼
ら
（
入
来
院
）
な
ど
の
衆
が
手
向
か
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う
よ
う
な
有
様
に
国
家
（
領
国
）
が
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
百
姓
村
の
一
つ
や
二
つ
で
は
役
に
立
つ
ま
い
。
と
も
か
く
以
前
の
よ
う
に
入
来
院

へ
与
え
れ
ば
よ
い
」
と
し
、
今
回
の
方
立
を
無
効
と
す
る
決
定
を
下
し
た
。
覚
兼
ら
は
こ
の
こ
と
を
重
豊
の
使
者
に
伝
え
、
今
後
何
か
問
題
が

起
こ
っ
た
場
合
に
は
今
回
の
方
立
の
通
り
に
す
る
、
と
の
警
告
も
行
っ
た
。

　

こ
の
と
き
義
久
は
、
現
状
で
は
入
来
院
氏
に
反
抗
す
る
力
は
な
い
と
軽
く
見
積
も
っ
た
う
え
で
、
そ
の
よ
う
な
連
中
が
攻
め
込
ん
で
く
る
ほ

ど
領
国
支
配
が
弛
緩
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
百
姓
村
ど
う
こ
う
の
次
元
で
は
な
い
と
い
う
戦
略
的
な
判
断
を
下
し
た
も
の
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
『
上
井
覚
兼
日
記
』
で
頻
繁
に
目
に
す
る
「
通
」
と
い
う
言
葉
の
接
尾
語
的
な
用
法
に
着
目
し
て
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
数
々
の
事
例

を
も
と
に
探
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
現
代
語
と
同
様
の
「
〜
の
通
り
」
と
い
う
用
法
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
語
で
は
「
〜
な
ど
（
と
）」
と
訳
す

の
が
ふ
さ
わ
し
い
、
発
言
の
引
用
を
示
す
用
法
、
あ
る
い
は
類
例
の
存
在
を
前
提
と
し
て
例
示
す
る
用
法
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
後
者
の
場

合
に
は
時
と
し
て
謙
譲
・
軽
侮
の
心
情
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

現
代
語
の
「
通
り
」
と
は
懸
け
離
れ
た
こ
れ
ら
の
用
法
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
編
ま
れ
た
『
日
葡
辞
書
』
で
も
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
つ
か
み
き
れ
な

か
っ
た
も
の
で
あ
り
、『
上
井
覚
兼
日
記
』
が
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
持
っ
て
い
る
特
殊
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
同
日
記
の
研
究
へ
の
利
用
を
進

め
る
上
で
、
用
語
や
表
現
に
関
す
る
共
通
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
稿
の
よ
う
な
基
礎
的
な
作
業

も
い
ま
だ
有
効
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
今
回
の
作
業
を
通
し
て
、
上
井
覚
兼
を
は
じ
め
と
す
る
島
津
氏
家
中
の
人
た
ち
の
、
同
時
期
の
諸
問
題
に
対
す
る
意
識
も
同
時
に
透
け
て

み
え
た
よ
う
に
思
う
が
、こ
の
点
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
検
討
は
ま
た
別
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
ま
ず
本
稿
は
こ
こ
で
擱
筆
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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注（
１
）
名
前
の
訓
は
未
詳
。
一
般
に
は
音
読
で
「
か
く
け
ん
／
か
っ
け
ん
」

の
読
み
で
通
用
し
て
い
る
。

（
２
）
新
名
一
仁
「
中
世
後
期
島
津
氏
の
研
究
状
況
」（
同
編
著
『
薩
摩
島
津

氏
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。

（
３
）
注
２
新
名
編
著
書
一
頁
。

（
４
）
斎
木
一
馬
『
古
記
録
の
研
究
（
上
）』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）。

（
５
）
後
述
す
る
よ
う
な
意
味
内
容
か
ら
し
て
「
と
お
り
」
と
読
ん
だ
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
６
）
桑
波
田
興
「
戦
国
大
名
島
津
氏
の
軍
事
組
織
に
つ
い
て
│
地
頭
と
衆

中
│
」（『
九
州
史
学
』
一
〇
、
一
九
五
八
年
）、
同
「
薩
摩
藩
の
外
城

制
に
関
す
る
一
考
察
│
居
地
頭
制
下
の
地
頭
と
衆
中
│
」（
宮
本
又
次

編
『
藩
社
会
の
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
〇
年
）、
稲
本
紀

昭
「
中
世
後
期
島
津
氏
の
権
力
構
造
」（
注
２
新
名
編
著
書
、
初
出
一
九

六
八
年
）、
山
口
研
一
「
織
豊
期
島
津
氏
の
権
力
構
造
│
御
一
家
衆
北
郷

氏
を
題
材
と
し
て
│
」（『
史
友
』
一
七
、
一
九
八
五
年
）、
同
「
戦
国
期

島
津
氏
の
家
督
相
続
と
老
中
制
」（
注
２
新
名
編
著
書
、
初
出
一
九
八
六

年
）、
同
「
戦
国
期
島
津
氏
の
家
臣
団
編
成
│
『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
見

る
「
取
次
」
過
程
│
」（
注
２
新
名
編
著
書
、
初
出
一
九
八
七
年
）、
同

「
戦
国
〜
豊
臣
期
島
津
氏
の
奉
行
人
制
」（『
戦
国
史
研
究
』
一
四
、
一
九

八
七
年
）、
福
島
金
治
『
戦
国
大
名
島
津
氏
の
領
国
形
成
』（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
八
八
年
）。

（
７
）
以
下
、
引
用
史
料
は
全
て
『
上
井
覚
兼
日
記
（
上
・
中
・
下
）』（「
大

日
本
古
記
録
」）
に
依
拠
し
た
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

（
８
）
本
稿
で
は
こ
の
相
論
の
発
端
を
「
執
印
が
宮
田
杢
助
を
養
子
に
し
よ

う
と
し
た
」
と
解
し
た
が
、
別
の
解
釈
の
余
地
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
①

「
宮
田
杢
助
が
某
を
養
子
に
し
よ
う
と
し
た
」、
②
「
某
が
宮
田
杢
助
を

養
子
に
し
よ
う
と
し
た
」
の
二
通
り
で
あ
る
。

（
９
）
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
〇
年
）。
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“Toori”: Interpreting words used in Uwai Kakuken Nikki

NITADORI Yuichi

Uwai Kakuken Nikki, a diary written by Uwai Kakuken who was a vassal of the 
sengoku daimyo of Shimazu, is precious as a diary of the warrior class in the Period 
of Warring States, and occupies an important position as a historical document for 
grasping the conditions of society in those days. But Uwai Kakuken Nikki includes 
many words and phrases which are rarely seen in other diaries of the same period, 
so it is difficult to interpret its content correctly. That is why Uwai Kakuken Nikki 
has not been carefully researched.

This article focuses on the suffix usage of the word “toori” used frequently in 
Uwai Kakuken Nikki and examines what it means based on a number of cases. As 
a result, it has been revealed that “toori” was used not only as the meaning of “just 
like” or “the same as”, which is common in present-day Japanese, but also used to 
quote speech, or to illustrate based on a similar case, and sometimes the last usage 
contained the feelings of humility or slight.

Even Nippo Jisho, Japanese-Portuguese dictionary edited in about the same 
era as Uwai Kakuken Nikki, could not grasp the nuance of this usage which is quite 
different from living language. This usage expresses the superficial peculiarities of 
Uwai Kakuken Nikki. It seems that it is still necessary to deepen the understanding 
of such words and phrases, in order to advance the utilization of Uwai Kakuken 
Nikki.
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